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【
好
き
な
聖
句
】

　
わ
た
し
た
ち
は
互
い
に
愛
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
愛
は
神
か
ら
出
て

い
る
の
で
す
。

（
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
一
の
四
章
七
）

　

一
月
、
主
日
礼
拝
の
午
後
、
ル

カ
福
音
書
に
よ
る「
聖
書
の
学
び
」

に
出
席
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ル
カ
は
“
イ
エ
ス
”
の

本
質
を
「
祈
り
」
で
強
調
、「
憐

み
」
の
本
質
は
罪
の
“
赦
し
”
で

あ
る
こ
と
、各
福
音
書
を
通
し
て
、

お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。「
祈
り
」

と
「
憐
み
」。
私
は
、
ふ
っ
と
安

ら
い
だ
思
い
が
し
て
神
の
憐
み
に

よ
っ
て
命い

の
ちを

い
た
だ
い
て
い
る
、

九
月
に
は
満
九
〇
歳
を
迎
え
る
、

そ
の
幸
せ
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
一
九
二
六
年（
大
正
一
五
年
）

東
京
都
中
野
区
に
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
一
〇
歳
の
頃
よ
り
戦
時
と

な
り
食
糧
不
足
、
戦
禍
に
よ
る
家

族
の
犠
牲
、
殊
に
一
九
四
四
年
よ

り
終
戦
ま
で
の
米
軍
Ｂ
29
爆
撃
機

に
よ
る
軍
需
工
場
の
爆
破
、夜
間
、

東
京
上
空
の
空
襲
に
よ
る
大
火
は

生
死
を
分
け
る
も
の
で
し
た
。

　
「
現い

ま在
あ
る
命
」
新
た
な
思
い

で
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
私

に
与
え
ら
れ
た
信
仰
の
恵
み
は
、

小
学
三
年
生
の
頃
お
友
達
に
誘
わ

れ
杉
並
区
高
円
寺
に
あ
る
教
会
の

日
曜
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
学
生
服
を
着
た
大
学
生

で
「
馬
小
屋
の
飼
葉
桶
の
中
で
生

ま
れ
た
イ
エ
ス
さ
ま
、
病
人
を
助

け
る
イ
エ
ス
さ
ま
」
の
話
を
紙
芝

居
で
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
第
に
戦
時
体
制
と
な
り
、
キ

リ
ス
ト
教
と
言
葉
に
出
す
の
も
憚

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
教

会
で
教
え
ら
れ
た
イ
エ
ス
さ
ま
の

事
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
高
学
年
に
な

る
と
“
人
は
パ
ン
の
み
に
生
く
る

に
あ
ら
ず
”“
と
な
り
人
を
己
の

如
く
愛
し
な
さ
い
”“
せ
ま
き
門

よ
り
入
れ
”
聖
書
に
あ
る
言
葉
と

知
り
大
切
な
教
え
と
大
事
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

戦
後
北
海
道
に
移
住
し
函
館
市

に
転
居
し
、
夫
、
故
三
浦
鈴
雄
の

母
が
生
前
、
熱
心
な
聖
公
会
の
信

者
で
あ
っ
た
事
か
ら
一
九
六
二

年
、
長
女
が
小
学
校
卒
業
を
迎
え

る
時
、
迷
わ
ず
遺
愛
女
子
中
学
高

校
へ
と
進
学
を
決
め
函
館
聖
ヨ
ハ

ネ
教
会
の
礼
拝
に
出
席
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。（
故
）
天
城
主
教
様

が
司
祭
で
い
ら
し
て
、
熱
心
な

御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
後
に
私

も
、
二
女
、
三
女
を
連
れ
て
教
会

に
行
き
、
婦
人
会
に
入
り
掃
除
の

仕
方
、
昼
食
の
用
意
な
ど
行
事
も

覚
え
、
一
九
七
一
年
四
月
（
故
）

江
口
博
司
祭
様
よ
り
、
娘
暁
子
と

共
に
、
洗
礼
を
受
け
、
そ
の
年
七

月
に
（
故
）
渡
辺
主
教
様
よ
り
堅

信
式
按
手
の
お
恵
み
を
与
え
ら
れ

て
、
八
月
に
は
札
幌
に
転
居
し
ま

し
た
。
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
婦

人
会
の
方
々
か
ら
は
「
札
幌
に

行
っ
て
も
出
来
る
事
は
、
進
ん
で

や
っ
て
下
さ
い
。」
と
励
ま
し
の

言
葉
で
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
は
、
い
つ
も
胸
に
あ
り
、

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
に
参
り
ま

し
た
当
初
、
塩
谷
常
吉
先
生
が
函

館
の
御
出
身
で
声
を
か
け
て
下
さ

れ
、教
会
に
馴
れ
る
の
も
自
然
で
、

奥
様
の
文
子
さ
ん
が
お
料
理
上
手

で
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
手
ほ
ど
き
し

て
く
れ
て
そ
の
種
類
は
多
様
で
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
は
、
現
在
の
方
に

引
き
継
ぐ
ま
で
二
〇
年
続
き
ま
し

た
。
バ
ザ
ー
に
な
る
と
婦
人
会
の

方
達
と
楽
し
く
そ
れ
は
賑
や
か
な

こ
と
で
す
。

　

塩
谷
先
生
の
日
曜
学
校
に
対
す

る
熱
意
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で

「
幼
児
期
よ
り
教
会
で
信
仰
を
通

し
て
の
成
長
が
大
切
と
…
。」

　

日
曜
学
校
の
先
生
に
は
「
神
様

を
信
じ
て
い
る
人
は
誰
で
も
先
生

が
出
来
る
」
と
お
薦
め
下
さ
れ
、

当
時
一
九
八
〇
年
頃
よ
り
九
二
年

頃
ま
で
は
生
徒
数
も
多
く
二
五
名

程
、
主
日
に
は
一
七
、八
名
の
出

席
で
、
分
級
の
為
、
五
名
の
先
生

が
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
塩
谷

先
生
の
御
指
導
で
生
徒
と
共
に
学

び
信
仰
を
深
め
理
解
す
る
お
恵
み

を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

夫
、（
故
）
三
浦
鈴
雄
は
七
四

歳
で
植
松
主
教
様
よ
り
堅
信
按
手

を
受
け
、
時
々
、
礼
拝
に
参
り
ま

し
た
。
退
職
後
、
木
工
を
楽
し
み

と
し
て
お
り
ま
し
た
が
八
〇
歳
近

く
に
な
っ
て
、
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら

十
字
架
を
作
る
お
恵
み
に
与あ

ず
かり

、

材
料
の
槐

え
ん
じ
ゅも
自
然
に
知
人
か
ら

戴
き
、
多
数
の
十
字
架
を
製
作
し

て
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
は

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
の
婦
人
会

の
方
達
が
磨
き
仕
上
げ
を
し
て
、

神
様
の
御
用
の
お
役
に
立
た
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
信
仰
を
得
て

五
〇
年
、
そ
の
時
、
そ
の
時
の
、

司
祭
様
の
御
指
導
を
受
け
、
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
教
会
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
、
信
仰
を
共
に
歩
む

友
に
支
え
ら
れ
た
歳
月
で
す
。

　

戦
後
七
〇
年
、
戦い

く
さは
あ
り
ま
せ

ん
が
戦
後
、
間
も
な
く
国
内
経
済

復
興
の
為
に
起
き
た
公
害
問
題
、

農
薬
の
被
害
、
食
品
添
加
物
と
人

の
命
を
守
る
為
の
食
糧
異
変
は
、

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
自
然
災

害
と
共
に
発
生
し
た
原
子
力
発
電

所
に
よ
る
被
害
は
、
人
類
を
滅
亡

さ
せ
る
も
の
で
す
。
使
用
済
み
核

燃
料
の
後
始
末
も
出
来
な
い
の
に

再
開
を
計
っ
て
い
ま
す
。

　

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
命
は
、
恵

み
を
受
け
た
私
達
、
一
人
、
一
人

が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
す
。

　

神
様
の
お
導
き
を
、
い
た
だ
い

て
、
そ
れ
に
従
う
者
と
な
れ
ま
す

よ
う
、
お
祈
り
し
ま
す
。

　
      　

　

―
心
の
窓
を
ひ
ら
く
―

              　
　
　

福
音
と
私
（
一
九
三
）

       　
　
　
―　

今
、
な
ぜ
、
私
は
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
生
き
る
の
か　

―

 

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
信
徒　
　
　
　
　
　
　

                                   

ナ
オ
ミ　

三
　
浦
　
絹
　
子
　

感
謝　

北
海
の
光
献
金
（
敬
称
略
）
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《
協
議
事
項
》

一
、
教
区
礼
拝
の
件

　

五
月
一
四
日
（
土
）
午
前
一
〇

時
三
〇
分
、
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

に
て
行
う
。

　

説
教
者
は
谷
昌
二
主
教
に
決

定
。

　

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
は
昨
年
に

引
き
続
き
実
施
す
る
。　

　

そ
の
他
、
教
区
礼
拝
実
行
委
員

会
企
画
案
を
協
議
し
た
。

二
、
信
徒
奉
事
者
認
可
の
件

　
（
一
月
常
置
委
員
会
以
降
に
提

出
さ
れ
た
申
請
分
）

以
下
の
教
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
諸

兄
姉
に
つ
い
て
信
徒
奉
事
者
と
し

て
推
挙
す
る
事
と
す
る
。

　

苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会
（
ア
タ
ナ

シ
オ
粂
田
正
博
）
札
幌
キ
リ
ス
ト

教
会
（
ア
ン
ナ
服
部
幸
子
）

三
、
石
坂
み
ゑ
子
司
祭
の
転
籍
の

件
　

教
区
主
教
よ
り
提
出
さ
れ
た
次

の
諮
問
に
同
意
し
た
。　
　
　
　

　

二
〇
一
六
年
四
月
一
日
付
で
石

坂
み
ゑ
子
司
祭
の
東
京
教
区
か
ら

北
海
道
教
区
へ
の
転
籍
。

四
、
植
松
主
教
の
海
外
出
張
の
件

　

四
月
二
八
日
か
ら
五
月
二
日
ま

で
韓
国
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
る
世
界

宗
教
者
平
和
会
議
執
行
委
員
会
の

た
め
、
海
外
出
張
を
承
認
す
る
。

五
、
岩
見
沢
・
美
唄
合
併
の
件　

　

一
月
常
置
委
員
会
か
ら
引
き
続

き
継
続
協
議
中
。

　

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　
　

ラ
フ
ァ
エ
ラ
・
マ
リ
ア

　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

佳か　

代よ

　
　
　
　
　
　
（
二
月
二
一
日
）

　

釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　
　

ル　

カ　

荒　

井　

義　

章

　
　

マ
ル
タ　

荒　

井　

め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
（
二
月
二
八
日
）

常
置
委
員
会
報
告

第
四
回　

二
月
一
五
日

主
教
室
よ
り

　

日
頃
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
、

な
か
な
か
自
分
の
思
い
通
り
に

い
か
ず
、
辛
い
こ
と
や
、
我
慢

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
そ
の
よ

う
な
日
常
の
中
で
、
た
ま
に
本

当
に
心
か
ら
喜
べ
る
こ
と
が
あ

る
と
、
あ
あ
、
今
ま
で
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
・
・
・
と
思
う

も
の
で
す
。
そ
れ
は
聖
職
で
も

同
じ
で
、
そ
の
喜
び
の
ひ
と
つ

に
洗
礼
・
堅
信
が
あ
り
ま
す
。

私
も
巡
回
の
折
り
に
洗
礼
・
堅

信
式
が
あ
る
と
心
躍
る
も
の
で

す
。

　

先
日
、
巡
回
先
の
教
会
で
、

年
配
の
ご
夫
婦
の
洗
礼
式
と
堅

信
式
が
あ
り
ま
し
た
。
洗
礼

式
は
司
祭
の
司
式
で
し
た

が
、
途
中
で
感
極
ま
っ
た

の
か
、
泣
く
の
を
こ
ら
え

な
が
ら
の
途
切
れ
途
切
れ

の
司
式
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

そ
の
横
で
、「
泣
く
な
、
こ
ん

な
時
に
泣
く
な
・
・
・
」
と
思

い
な
が
ら
も
、
そ
の
司
祭
の
純

真
さ
に
打
た
れ
、
ど
ん
な
に
こ

の
日
を
待
ち
望
み
、
そ
し
て
ど

ん
な
に
こ
の
時
を
喜
ん
で
い
る

こ
と
か
と
胸
を
熱
く
し
た
の
で

し
た
。

　

礼
拝
後
の
愛
餐
会
で
の
挨
拶

で
も
、
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
の

司
祭
の
言
葉
に
、
堅
信
を
受
け

ら
れ
た
そ
の
信
徒
が
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
洗
礼
の
時
、
司
祭

の
涙
を
見
て
、
司
祭
の
う
し
ろ

に
お
ら
れ
る
存
在
を
感
じ
、
自

分
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ

た
、
自
分
は
随
分
待
た
せ
て
し

ま
っ
た
な
あ
・
・
・
と
感
動
し

た
と
。

　

人
が
導
か
れ
、
洗
礼
に
と
招

か
れ
る
の
は
決
し
て
聖
職
者
の

手
柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
喜
び
の
場
に
自
分
が

立
た
さ
れ
、
そ
の
人
の
頭
に
水

を
注
ぎ
、
十
字
架
の
印
を
額
に

刻
む
の
は
私
た
ち
聖
職
者
に
と

っ
て
の
奇
跡
と
も
言
え
る
畏
れ

と
喜
び
な
の
で
す
。
自
分
の
弱

さ
を
知
っ
て
こ
そ
、
そ
の
奇
跡

に
お
の
の
き
、
喜
び
に
溢
れ
ま

す
。

　

そ
の
日
、
そ
の
司
祭
か
ら
溢

れ
出
る
喜
び
に
、
私
自
身
も
初

心
に
帰
り
、
新
た
な
力
を
得
た

の
で
し
た
。

主
教　

ナ
タ
ナ
エ
ル　

植
松　

誠

大
野
和
哥
子
（
宝
塚
市
）

山
影　

静
子
（
大
阪
市
）

堅
信
式
受
領

　

　お
め
で
と
う

　

四
月
一
三
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
一
〇
時
三
〇
分

　
　
　
　
　

於　

主
教
座
聖
堂

次
の
方
々
を
覚
え
て
祈
り
ま
す
。

司　

祭　

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー

　
　
　
　

一
九
四
四
年
四
月
二
日

司　

祭　

宇　

田　

梅
太
郎

　
　
　
　

一
九
五
一
年
四
月
三
日

主　

教　

上　

田　

一　

良

　
　
　
　

一
九
七
二
年
四
月
五
日

主　

教　

天　

城　

英　

明

　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
四
月
五
日

伝
道
師　
ル
イ
ザ
・
ア
ン
デ
レ
ス
・
バ
チ
ラ
ー

一
九
三
六
年
四
月
六
日

司　

祭　

荒　

砥　

琢　

哉

　
　
　

一
九
三
一
年
四
月
一
三
日

伝
道
師　

田　

中　

末　

吉

　
　
　

一
九
七
八
年
四
月
一
四
日

伝
道
師　

荒　

川　

清
五
郎

　
　
　

一
九
二
七
年
四
月
一
五
日

司　

祭　

木　

村　

信　

一

　
　
　

一
九
七
八
年
四
月
一
五
日

司　

祭　

小　

貫　

安　

貞

　
　
　

一
九
七
一
年
四
月
一
六
日

伝
道
師　

臼　

田　

う　

め

　
　
　

一
九
五
八
年
四
月
一
八
日

伝
道
師　
メ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
・
オ
ッ
ク
ス
ラ
ド

　
　
　

一
九
二
二
年
四
月
二
〇
日

伝
道
師　

辺　

泥　

五　

郎

　
　
　

一
九
五
四
年
四
月
二
三
日

司　

祭　

山　

田　

安　

間

　
　
　

一
九
二
四
年
四
月
二
四
日

司　

祭　

小　

貫　

嗣　

夫

　
　
　

一
九
八
一
年
四
月
二
五
日

伝
道
師　

江　

賀　

寅　

三

　
　
　

一
九
六
八
年
四
月
二
八
日

伝
道
師　

バ
チ
ラ
ー
八
重
子

　
　
　

一
九
六
二
年
四
月
二
九
日

司　

祭　

篠　

塚　

長
治
郎

　
　
　

一
九
五
〇
年
四
月
三
〇
日
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▽
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

　

二
日
キ
ャ
ン
ド
ル
・
マ
ス
と
も

言
わ
れ
る
被
献
日
に
ち
な
ん
で
、

九
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
て
、
婦

人
会
主
催
の
被
献
日
礼
拝
を
留
萌

か
ら
の
参
加
者
を
交
え
て
行
い
ま

し
た
。

　

一
三
日
に
洗
礼
を
受
け
ら
れ
た

マ
リ
ア
涌
島
郁
枝
姉
が
一
八
日
ご

逝
去
さ
れ
、
二
一
・
二
二
日
に
葬

儀
が
遠
軽
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

郁
枝
姉
の
魂
の
平
安
と
正
成
兄
は

じ
め
ご
家
族
に
主
の
慰
め
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
の
大
斎
節
家
庭
集
会
は

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、
幸

い
で
あ
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

頌
栄
保
育
園
の
年
中
・
年
長
さ

ん
は
五
日
に
、
深
川
あ
け
ぼ
の
保

育
園
園
児
と
共
に
冬
の
動
物
園
見

学
に
出
掛
け
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

▽
小
樽
聖
公
会

　

昨
年
末
か
ら
静
養
中
の
ト
マ
ス

一
井　
穂
兄
が
二
月
五
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
お
連
れ
合
い
の
光

子
姉
と
共
に
青
春
を
過
ご
さ
れ
た

小
樽
聖
公
会
か
ら
天
国
へ
の
旅
立

ち
を
、
信
徒
一
同
で
お
見
送
り
致

し
ま
し
た
。

　

七
日
は
受
聖
餐
者
総
会
。
一
四

日
は
主
教
様
が
巡
回
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
婦
人
会
は
新
た
な
役

員
さ
ん
に
な
り
、
活
動
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

▽
平び

ら
と
り取
聖
公
会

　

平
取
町
立
博
物
館
で
は
「
文
化

的
景
観
解
説
シ
ー
ト
」
を
刊
行
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
「
ア
イ
ヌ
民

族
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
」
の
題
で

平
取
町
に
お
け
る
聖
公
会
、
特
に

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ラ
ー
の
働
き
を
調

べ
て
い
ま
す
。
二
月
一
〇
日
に
博

物
館
の
廣
岡
絵
美
さ
ん
と
宣
教
学

が
専
門
の
グ
ロ
リ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン

札
幌
教
会
の
吉
本
牧
人
牧
師
が
教

会
を
訪
問
さ
れ
、
内
海
牧
師
と
井

澤
委
員
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
刊
行
の
「
平
取
聖

公
会
一
三
〇
年
誌
」を
差
し
上
げ
、

明
治
二
六
年
ア
イ
ヌ
女
性
に
始
ま

る
教
籍
簿
の
一
部
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
新に

い
か
っ
ぷ冠
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
教
会

　

新
冠
で
の
礼
拝
は
原
則
第
一
と

第
三
の
主
日
で
す
。
で
も
、
今
年

の
大
斎
始
日
は
二
月
十
日
、
イ
ー

ス
タ
ー
は
三
月
二
七
日
で
す
の
で
、

二
月
と
三
月
の
礼
拝
は
第
二
と
第

四
主
日
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
一
四
日
の
大
斎
節

第
一
主
日
に「
灰
の
塗
布
」を
行
っ

て
、
一
同
塵
に
帰
す
る
べ
き
者
で

あ
る
こ
と
を
憶
え
ま
し
た
。

　

二
八
日
の
礼
拝
で
は
久
し
ぶ
り

に
下
川
恵
子
さ
ん
に
奏
楽
の
ご
奉

仕
を
い
た
だ
き
、
嬉
し
い
こ
と
で

し
た
。
熊
谷
和
彦
さ
ん
、
佐
々
木

泰
子
さ
ん
自
宅
療
養
中
。
後
藤
富

子
さ
ん
は
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
中
で

す
。
ご
加
祷
く
だ
さ
い
。

▽
稚
内
聖
公
会

　

二
一
日
、
二
月
の
礼
拝
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
丸
瀬
布
在
住
の
旭

川
聖
マ
ル
コ
教
会
の
信
徒
が
逝
去

さ
れ
、
同
日
遠
軽
町
に
て
葬
儀
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
管
理

牧
師
が
そ
の
司
式
に
当
た
る
た

め
、
万
や
む
を
得
ず
、
今
月
の
礼

拝
は
お
休
み
。
ご
理
解
く
だ
さ
っ

た
信
徒
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
。

三
月
の
礼
拝
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

　

教
会
員
三
名
も
、
必
ず
し
も
体

調
万
全
で
は
な
い
が
、
春
の
訪
れ

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。

▽
厚あ

っ
け
し岸
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会

　

二
月
二
八
日
、
厚
岸
聖
オ
ー
ガ

ス
チ
ン
教
会
の
礼
拝
は
、
釧
路
聖

パ
ウ
ロ
教
会
と
の
合
同
礼
拝
で
し

た（
三
名
出
席
）。こ
の
日
は
格
別
。

洗
礼
・
堅
信
式
を
受
領
さ
れ
た
荒

井
義
章
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
は
、

そ
の
当
初
は
当
教
会
で
礼
拝
を
守

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
あ
れ
か

ら
三
〇
年
近
く
経
っ
て
…
。
感
慨

ひ
と
し
お
な
の
が
理
解
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
当
日
は
厚
岸
特
産
の

あ
さ
り
を
祝
会
に
提
供
、
こ
こ
で

し
か
食
べ
ら
れ
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
次
回
は

三
月
三
一
日
の
復
活
日
を
同
じ
く

釧
路
と
合
同
で
守
り
ま
す
。

▽
釧
路
聖
パ
ウ
ロ
教
会

　

教
役
者
選
定
の
「
日
々
の
聖

句
」
カ
レ
ン
ダ
ー
も
大
詰
め
。
教

区
礼
拝
で
の
販
売
開
始
が
目
標
で

す
。
ご
協
力
を
。
益
金
は
教
会
建

築
資
金
に
。
一
四
日
、礼
拝
後「
釧

路
湿
原
保
全
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
」
杉
澤
拓
男
さ
ん
か
ら
伺
う
。

二
一
日
、
大
雪
で
し
た
が
、
精
鋭

部
隊
た
ち
が
雪
か
き
・
礼
拝
出
席
。

頼
も
し
い
。
二
八
日
主
教
巡
回
の

折
、
ル
カ
荒
井
義
章
さ
ん
、
マ
ル

タ
荒
井
め
ぐ
み
さ
ん
が
洗
礼
・
堅

信
の
お
恵
み
を
受
け
、
一
同
喜
び

の
内
に
。
お
二
人
の
証
し
と
今
後

の
学
び
の
時
を
通
し
て
、
教
会
が

更
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
よ
う

に
。
保
育
園
で
は
卒
園
式
の
練
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。春
よ
、来
い
！

▽
岩
見
沢
聖
十
字
教
会

　

二
月
一
日
、
朝
か
ら
雪
が
降
り

続
け
、
夕
方
に
は
五
〇
数
セ
ン
チ

も
積
も
る
。
一
日
中
除
雪
作
業
に

追
わ
れ
る
市
民
は
グ
ッ
タ
リ
。

　

七
日
、
大
友
正
幸
司
祭
司
式
に

よ
る
聖
餐
式
。
嬉
し
い
事
に
、
故

雨
宮
大
朔
司
祭
の
奥
様
、
寿
子
姉

が
来
会
。
岩
見
沢
の
教
会
と
幼
稚

園
で
ご
奉
仕
を
さ
れ
た
ご
夫
妻
。

今
あ
る
の
は
、
お
二
人
の
お
陰

げ
。
主
に
在
る
交
わ
り
を
共
に
楽

し
む
。

　

二
七
日
、
幼
稚
園
の
年
長
は
、

札
幌
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
へ
「
歩

く
ス
キ
ー
」。
三
キ
ロ
コ
ー
ス
を

殆
ど
の
子
が
完
歩
。
初
参
加
の
菊

地
和
子
園
長
は
、
園
児
達
の
頑
張

り
に
感
動
。
聖
十
字
っ
子
は
元

気
！

教会
だよ
り

MAR
CH
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▽
函
館
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

　

二
月
一
日
の
函
館
市
都
市
計
画

課
と
の
打
ち
合
わ
せ
に
お
い
て
、

文
化
庁
か
ら
今
年
度
予
定
の
最
終

第
四
期
石
垣
修
復
工
事
の
認
可
が

お
り
た
こ
と
連
絡
有
り
、一
安
心
。

二
月
四
日
に
は
日
本
福
音
ル
ー
テ

ル
函
館
教
会
よ
り
大
塚
陽
子
姉
、

上
野
剛
直
・
菜
穂
子
ご
夫
妻
、
隣

愛
さ
ん
、
恵
慈
さ
ん
、
ご
祖
母
様

の
高
村
セ
ツ
姉
、
弟
さ
ん
の
高
村

秀
昭
兄
の
七
名
が
正
式
入
籍
さ
れ

る
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
大
斎
節
中
の
学
び
と

し
て
昨
年
に
引
き
続
き
「
平
和
祈

念
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の
中
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
中
心
に
学
ん
で
い
ま
す

が
、
二
八
日
に
は
「
ジ
ー
ザ
ス
奇

蹟
の
生
涯
」
の
上
映
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

被
献
日
に
旭
川
聖
マ
ル
コ
教
会

の
礼
拝
に
招
か
れ
二
名
出
席
。
主

の
交
わ
り
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

信
徒
総
会
を
一
四
日
に
開
催
。

今
年
も
な
ん
と
か
工
夫
を
凝
ら
し

て
活
動
す
る
計
画
を
立
て
ま
し

た
。

　

病
床
洗
礼
か
ら
一
年
半
の
闘
病

を
経
て
、
一
八
日
に
天
に
召
さ
れ

た
ア
グ
ネ
ス
寺
岡
シ
ズ
エ
さ
ん
の

葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
故
人
の

魂
の
平
安
を
祈
り
ま
す
。
ま
た
、

夫
の
保
さ
ん
、
二
人
の
娘
さ
ん
に

慰
め
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

　

手
芸
の
会
「
さ
く
ら
」
は
、
今

年
の
活
動
を
開
始
。
千
葉
雅
子
さ

ん
が
再
度
講
師
と
な
り
、
ス
エ
ー

デ
ン
刺
し
ゅ
う
を
教
え
て
い
ま

す
。
春
が
き
た
よ
う
な
賑
わ
い
で

す
。

▽
帯
広
聖
公
会

　

二
月
は
久
し
ぶ
り
に
ま
と
ま
っ

た
雪
が
降
り
ま
し
た
。
公
園
の
エ

ゾ
リ
ス
た
ち
に
は
最
も
き
び
し
い

季
節
で
す
。

　

二
〇
日
、
飯
塚
啓
汰
君
が
、
受

洗
の
恵
み
に
与
か
り
ま
し
た
。

二
八
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ

ク
ト
リ
ア
州
よ
り
姉
妹
都
市
の
本

別
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
滞
在
中
の

フ
ァ
ー
ザ
ー
ジ
ョ
ン
退
職
司
祭
が

礼
拝
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ

聖
公
会
の
礼
拝
に
参
加
し
て
思
い

が
同
じ
で
あ
れ
ば
言
葉
の
問
題
は

な
い
と
の
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
主
に
感
謝
。

▽
有う

す珠
聖
公
会

　

二
月
九
日
、
フ
ェ
イ
ス
丸
谷
巴

姉
の
逝
去
一
周
年
記
念
式
。「
人

生
の
殻
を
破
る
っ
て
難
し
い
も
の

よ
」
と
い
う
、
姉
の
病
床
で
の
言

葉
を
、
歩
ま
れ
た
九
七
年
の
地
上

の
ご
生
涯
に
重
ね
て
、
改
め
て
深

く
思
い
巡
ら
す
時
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
八
日
、
い
つ
も
な
が
ら
超
教

派
・
国
籍
を
超
え
て
の
二
〇
名
で

の
主
日
礼
拝
で
し
た
。
当
日
は
、

「
十
字
架
の
道
行
」
に
よ
り
黙
想

と
祈
り
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
「
十
字
架
の
道

行
」
に
涙
す
る
人
も
多
く
。

　

教
会
に
は
新
た
に
二
人
の
若
い

求
道
者
が
与
え
ら
れ
、
洗
礼
準
備

に
入
り
ま
し
た
。お
祈
り
下
さ
い
。

▽
新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

　

二
月
七
日
の
主
日
聖
餐
式
に
主

教
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
巡
回
あ
り
、
感

謝
。
一
〇
日
、
道
央
分
区
大
斎
始

日
の
聖
餐
式
（
灰
の
水
曜
日
）
が

札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会
で
行
わ
れ
、

池
田
司
祭
の
説
教
あ
り
。
当
教
会

よ
り
二
名
参
加
。
大
斎
克
己
献
金

の
管
区
か
ら
届
い
た
趣
意
書
に
、

当
献
金
の
支
援
を
受
け
て
誕
生
し

た
一
一
の
新
教
会
の
一
つ
と
し
て

新
札
幌
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
改

め
て
、
創
建
時
の
支
援
に
感
謝
。

一
九
日
、故
雨
宮
司
祭
を
覚
え
て
、

厚
別
の
ご
自
宅
で
逝
去
三
ヶ
月
記

念
聖
餐
式
を
行
う
。
五
名
出
席
。

▽
札
幌
キ
リ
ス
ト
教
会

　

例
年
よ
り
積
雪
が
少
な
い
二

月
。

　

一
日
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
永
谷
充
人

さ
ん
が
ご
逝
去
、
魂
の
平
安
と
ご

遺
族
の
慰
め
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

七
日
、
礼
拝
中
、
信
徒
奉
事
者

任
命
式
、
日
頃
の
働
き
に
感
謝
、

昼
食
後
、
Ｇ
Ｆ
Ｓ
例
会
は
ど
ら
焼

き
作
り
、
子
ど
も
達
の
笑
顔
と
甘

い
香
り
が
ホ
ー
ル
に
広
が
り
ま
し

た
。

　

二
一
日
、
大
斎
講
話
、
ホ
レ
ン

コ
（
北
海
道
伝
道
マ
ス
コ
ミ
セ
ン

タ
ー
）
の
三
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
お

迎
え
し
て
、
そ
の
働
き
に
つ
い
て

の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

や
わ
ら
か
い
日
差
し
と
と
も

に
、
教
会
内
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
回
復
、
ま
た
元
気
な
姿
で
集
え

る
こ
と
、
主
に
感
謝
。

▽
札
幌
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

二
月
九
日
・
一
〇
日
紋
別
聖
マ

リ
ヤ
教
会
信
徒
、
ヨ
セ
フ
岡
村
睦

夫
さ
ん
の
葬
儀
。
魂
の
光
明
と
平

安
を
お
祈
り
し
ま
す
。「
礼
拝
を

学
ぶ
会
」
を
再
開
、
聖
公
会
の
礼

拝
の
豊
か
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
卒
園
・
進
級
に

向
け
て
準
備
が
進
み
、
礼
拝
堂
で

の
卒
園
式
の
練
習
も
始
ま
り
ま
し

た
。
子
ど
も
達
の
神
様
を
賛
美
す

る
歌
声
が
礼
拝
堂
い
っ
ぱ
い
に
響

き
ま
す
。
一
八
日
は
婦
人
会
の
手

作
り
に
よ
る
ラ
ン
チ
を
皆
で
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
。

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
向
け

の
中
古
衣
料
六
八
箱
を
送
る
。
活

動
を
お
支
え
い
た
だ
い
た
方
々
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

▽
今
金
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

　

朝
起
き
て
玄
関
の
戸
を
開
け
よ

う
と
し
た
ら
、
ま
っ
た
く
開
く
気

配
が
な
く
、
湿
っ
た
雪
が
張
り
付

い
て
い
ま
し
た
。

　

二
月
二
一
日
、
灰
の
水
曜
日
の

礼
拝
の
後
、
沿
革
史
の
作
成
に
向

け
て
の
話
し
合
い
。
本
来
な
ら
ば

も
う
出
来
上
が
っ
て
い
る
は
ず
の

も
の
な
の
で
す
が
、
今
現
在
は
藤

井
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
つ

つ
、
後
は
気
の
き
い
た
写
真
が
数

枚
あ
れ
ば
…
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。

　

雪
の
あ
る
う
ち
に
何
と
か
し
よ

う
と
進
め
て
お
り
ま
す
。

▽
苫
小
牧
聖
ル
カ
教
会

　

雪
解
け
の
進
ん
だ
二
月
初
め
。

こ
の
ま
ま
春
に
…
と
願
い
ま
し
た

が
、
積
雪
量
の
帳
尻
は
合
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。
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教
区
青
年
会
作
成
の
パ
ス
カ
ル

キ
ャ
ン
ド
ル
を
購
入
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
よ
り
用

い
ら
れ
る
予
定
で
す
。
一
一
日
は

聖
ル
カ
み
そ
の
仕
込
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
八
日
は
福
島
司
祭

の
司
式
で
、
礼
拝
後
“
讃
神
歌
”

に
つ
い
て
の
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
幼
稚
園
は
一
二
日
に

一
日
入
園
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
二
日
に
古
川
紀
代
枝
さ
ん
が

天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
紀
代
枝
さ

ん
の
魂
に
平
安
が
、
御
家
族
の
上

に
、
神
様
の
お
守
り
と
お
導
き
が

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

▽
紋
別
聖
マ
リ
ヤ
教
会

　

二
週
続
け
て
の
日
曜
日
の
大
雪

に
す
っ
か
り
冬
に
逆
戻
り
。
寒
さ

が
加
わ
り
、
待
ち
に
待
っ
た
流
氷

が
接
岸
し
ま
し
た
。
二
月
八
日
、

岡
村
睦
夫
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
睦
夫
さ
ん
の
魂
の
平
安
と
御

家
族
の
慰
め
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
二
月
一
四
日
、
教
会
委
員
会

が
阿
部
牧
師
宅
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
奥
さ
ん
の
手
料
理
を
い
た
だ

き
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
、
雪
中
運
動
会
を

行
い
ま
し
た
。
思
い
っ
き
り
走
り

回
っ
た
後
、
昼
食
に
豚
汁
と
お
弁

当
を
食
べ
ま
し
た
。
早
く
暖
か
く

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

▽
深
川
聖
三
一
教
会

　

二
月
七
日
信
徒
総
会
と
婦
人
会

総
会
、
婦
人
会
長
と
役
員
を
選

出
。
九
日
道
北
牧
師
会
を
深
川
で

開
催
。道
北
全
体
の
運
営
を
決
め
、

各
司
祭
は
四
教
会
を
牧
会
す
る
方

針
を
確
認
す
。一
〇
日
大
斎
始
日
。

灰
の
水
曜
日
の
礼
拝
。
一
六
日
保

育
園
の
職
員
会
議
、
三
月
年
末
の

行
事
を
決
め
る
。一
八
日
施
設
長
・

チ
ャ
プ
レ
ン
協
議
会
に
岡
本
園
長

と
チ
ャ
プ
レ
ン
出
席
す
。
二
一
日

保
育
園
英
語
の
時
間
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
タ

イ
ム
」、
小
野
垣
道
代
先
生
指
導
。

二
五
日
婦
人
会
今
年
の
作
業
は
封

筒
の
再
生
、
教
会
旗
の
新
製
作
、

祈
祷
書
の
補
修
を
相
談
す
。
福
祉

施
設
勤
務
の
三
名
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
方
が
礼
拝
に
み
え
て
お
り
ま

す
。

▽
美び

ば
い唄

聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

春
ま
で
も
う
少
し
、
も
う
少
し

と
思
っ
て
も
、
ま
だ
寒
く
雪
が
降

り
続
い
て
い
ま
す
。
い
つ
の
ま
に

か
礼
拝
堂
や
集
会
室
の
窓
が
雪
で

埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
教
会
の
玄
関
ま
で
除

雪
を
し
て
下
さ
っ
て
い
た
隣
の
方

が
引
っ
越
し
て
し
ま
い
、
毎
週
の

よ
う
に
除
雪
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
月
一
四
日
（
日
）、
午
後
二

時
よ
り
池
田
司
祭
に
よ
り
聖
餐
式

が
行
わ
れ
る
。
二
八
日（
日
）「
み

言
葉
の
礼
拝
」
が
行
わ
れ
る
。
三

月
二
七
日
の
復
活
日
礼
拝
は
午
後

一
〇
時
三
〇
分
よ
り
岩
見
沢
聖
十

字
教
会
と
の
合
同
聖
餐
式
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

▽
網
走
聖
ペ
テ
ロ
教
会

　

今
年
も
流
氷
が
よ
う
や
く
到

来
。
風
に
流
さ
れ
て
く
る
た
め
こ

の
時
が
一
番
寒
い
よ
う
で
す
。
大

斉
節
に
入
り
悔
改
め
、
克
己
修
養

の
時
と
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
〇
日
世
界
祈
祷
日
の
準
備

会
に
浜
本
姉
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
四
日
灰
の
礼
拝
の
後
、
信
徒
総

会
が
行
わ
れ
各
報
告
を
承
認
、
各

議
案
が
可
決
さ
れ
感
謝
致
し
ま

す
。
食
事
の
後
一
六
年
度
の
教
区

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
御
言
葉
を
中

心
に
今
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ

と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
等
一
人
一

人
が
率
直
に
意
見
を
出
し
合
い
有

意
義
な
時
を
持
つ
事
が
出
来
、
幸

せ
で
し
た
。

　

主
な
る
神
に
感
謝
。

▽
室
蘭
聖
マ
タ
イ
教
会

　

二
月
七
日
、
藤
井
兄
司
式
に
よ

る
み
言
葉
の
礼
拝
。
一
四
日
大
斎

節
第
一
主
日
は
吉
野
暁
生
司
祭
に

よ
る
聖
餐
式
。
教
会
は
ま
だ
ま
だ

冷
え
こ
み
が
厳
し
い
で
す
。

　

新
し
い
コ
ピ
ー
機
の
保
温
カ

バ
ー
を
田
中
兄
に
製
作
し
て
頂
き

ま
し
た
。
機
械
に
慣
れ
る
ま
で
少

し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

二
一
日
、
藤
井
兄
に
よ
る
み
言

葉
の
礼
拝
。
二
八
日
、
大
町
信
也

司
祭
に
よ
る
聖
餐
式
。
こ
の
日
は

説
教
に
変
え
て
司
祭
が
準
備
し
て

下
さ
っ
た
小
冊
子
の
イ
エ
ス
様

の
「
十
字
架
の
道
行
き
」
を
一
四

枚
の
聖
画
を
見
な
が
ら
唱
え
ま
し

た
。
初
め
て
の
経
験
で
感
激
し
ま

し
た
。

▽
北
見
聖
ヤ
コ
ブ
教
会

　

昨
年
の
一
一
月
よ
り
第
一
・
三
・

五
主
日
が
聖
餐
式
、
第
二
・
四
主

日
は
司
祭
は
網
走
へ
、
当
教
会
は

み
言
葉
の
礼
拝
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
界
祈
祷
日
準
備
会
が
六
日
教

団
の
教
会
で
あ
り
司
祭
が
出
席
、

当
日
は
四
名
の
出
席
予
定
。
市
内

の
牧
師
さ
ん
が
六
日
に
逝
去
、八
・

九
日
い
い
だ
斎
場
で
葬
儀
が
行
わ

れ
多
く
の
会
葬
者
と
共
に
師
の
魂

の
平
安
と
永
遠
の
光
明
を
祈
り
ま

し
た
。
司
祭
は
一
〇
日
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

委
員
会
、
一
三
日
は
施
設
に
お
ら

れ
る
方
を
訪
問
。
二
一
日
は
灰
の

十
字
の
し
る
し
を
共
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
や
わ
ら
か
な
風
に
春
の

さ
さ
や
き
を
覚
え
ま
す
。

▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

　

二
月
七
日
木
村
淳
兄
、
吉
田
俊

光
兄
に
信
徒
奉
事
者
の
認
可
書
が

授
与
さ
れ
る
。
お
二
人
の
ご
奉
仕

に
感
謝
。
礼
拝
後
に
教
会
委
員
会

が
行
わ
れ
、
八
月
六
日
に
予
定
す

る
教
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
礼
拝

の
説
教
者
と
し
て
、
京
都
復
活
教

会
牧
師
石
塚
秀
司
司
祭
を
迎
え
る

事
を
確
認
、
石
塚
司
祭
か
ら
も
内

諾
を
得
た
。
多
く
の
教
友
と
主
の

食
卓
を
共
に
囲
む
事
を
心
か
ら
望

み
祈
る
。

　

一
〇
日
大
斎
始
日
、
灰
の
礼
拝

を
行
い
額
に
悔
い
改
め
の
灰
の
十

字
を
し
る
し
嘆
願
す
る
。

　

二
一
日
は
、
植
松
主
教
を
迎
え

て
長
谷
川
佳
代
姉
の
堅
信
式
が
行

わ
れ
た
。
新
た
な
家
族
に
感
謝
。


